
＼マンション内コミュニティーのつくり方Q/
コミュニティーをつくることで

管理が円滑にでき、生活も'決適になる
新築マンションを中心に、住民間のコミュニティーづくりを積極的に行う管理会社や

管理組合が増加傾向にある。なぜ今、住民同士のつながりを重視するのか探つた。

都会や若者を中心にプライバシーを重視して、マンショ

ンでは「ご近所づきあい」を敬遠する人も少なくなかった。

「最近ではそうした志向は徐々に減少しつつあり、住民

同士のつながりを重視する人が増えています」

こう語るのは(マンションのコミュニティーづくりを

サポートするHITOttOWAの代表取締役・荒昌史氏。

「東日本大震災を境に、マンション住民の意識は大きく

変わりました。以前は、 トラブルでも起きない限り、隣
にどんな人が住んでいるのか関心を払わない住民もけっ

こういました。しかし、顔も名前も知らない関係では、

いざというときに助け合えないと気づいたのです」

管理会社や管理組合としても、住民がコミュニティー

に属しているほうが、スムーズな管理や運営に役立つ。

そのため、近年では同社のようなコミュニティー形成の

ノウハウを持つ企業が、場づくりの支援を求められる機

会が増えてきているという。

1無
蓼寧雷ぴ軍音ンクルが生まれる
コミュニティーづくりは、マンションの住民にとって

どんな効果があるのだろう? 荒氏は次のように主張す
る (右図参照)。

「まず、住民が抱えている課題が解決しやすくなります。

例えば子育てをどう支援するか、独居老人の孤立化をど

う防ぐかといつた問題を抱えているマンションは少なく

ありませんが、こうした問題は住民同士で力を合わせな

ければ解決に導くことはできません。また、防災や防犯

も大勢でやつたほうが効果的ですよね」

課題が解決されることで、住民の生活の質が向上し、

その結果、コミュニティーヘの帰属意識や信頼感も深まっ

ていく。すると、“ご近所トラブル"も発生しにくくなる

という。

「ご近所トラブルは互いに顔を知つているだけで防げる

場合が多いのです。隣から子どもの声が聞こえてきても、

日頃から親しくしていれば微笑ましく思えるものです」

住民が問題を感じることなく、快適に生活できるよう

になれば、必然的に管理もスム=ズに行えるようになる。

マンションという大切な資産を守るうえでも有用なため、

コミュニティーづくりの重要性は今後ますます高まって

いくことだろう。

住民間でコミュニティーが形成されることで、ポジティブなサイクルが生まれ

る。場づくりをすることが防災や防犯に役立っている。

住民同士のつながりが深ま

ることで、合意形成がスムー

ズにできるようになるため、

管理もしやすくなる。

管理が円滑化することで、

子育ての悩みや高齢者の支

援など、マンションが抱える

課題の解決が容易になる。

課題が速やかに解決される

ため、住民の生活満足度が

向上し、コミュニティーヘの

帰属意識もより深まることに。

|||
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＼マンシヨン内コミュニテイーのつくり方②/
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「コミュニテイーづくり」は住民主導で行われるのが理想
だが、住民の力だけではクリアできない

難しい課題もある。例えばお金。住民間の価値観の相違を
どうまとめるか専門家に聞いた。

マンシヨン購入者がコミユニテイーの重要性を意識し

始めたことから、新築マンシヨンの販売時に
コミュニ

ティーづくりを支援するサービスを盛り込む動きが広
ま

りつつある。そうしたサービスがあるマンシヨンで
は、

コミュニテイーの形成も比較的スムーズに行えるが、既

存のマンシヨンにはノウハウがないところが多い。

だからといつて、コミュニテイーづくりを怠つている

と、後で大きな問題に直面する可能性もある。

l⑮
翼咸轟警甕竃薦ン瓦通趾鷺懸拿κ
住民同士のつながりが希薄なマンシヨンほど、合意形

成がしづらくなる傾向がある。合意形成が円滑にできな

いマンションでは、大規模修繕などの大きな「イ
ベント」

の際に物事がスムーズに進まなくなるリスクも増大する

のだ。実際、東日本大震災の被災地では、コミュ
ニテイー

がなかつたために修繕に向けた話し合いさえ始められな

いマンシヨンが、たくさんあつた。東京者6心のタワー
マ

ンシヨンでも、話し合いがまとまらずに大規模1多繕がう

まくいかないという報道がしばしばある。

住民総会の出席率が2割か3割という現実を見れば、不

安に駆られる理事も多いに違いない。「コミュ
ニテイーづ

くりが必要だと考える理事は少なくありません。でも、そ

のためには4つのハードルを乗り越える必要があります」

とHITOttOWA代表・荒氏は指摘する (下図参照)。

「まずはお金。コミュニテイーづくりにかける費用で議

論がまとまらないことはよくあります。住民間で価値観

が分かれる代表例は、『防災イベントに組合のお金を出

すのはいいが、子どもがいない人もいるから子育てイ
ベ

ントはダメだ』といつたケースですね。必要性を理解し

てもらうのも難しい問題です。理事を経験した人は当事

者意識が強くなりますが、なかなか気づいてくれな
い人

もいます。管理会社によつては、コミュニテイーづくり

のためのイベント開催などに非協力的な場合もあるので、

そこもクリアしておきたい。イベントを開催したときに

は、住民から騒音などのクレームが入つた場合にどう対

応するか考えておく必要もあるでしよう」

これらの問題をすべて管理組合だけで解決するのが難

しいなら、専門業者やコンサルタントの力を借りるよう

検討してみてもいいだろう。

予算の確保
イベントの開催やサークルの

運営にはお金がかかすない
`住民から参加費をとるにも、

高額にな
'り

すぎては参加率が

低下してしまうのでtある碑度

は管理費などからェ面できるよ

うにしたい。

意識の共有

住民の1間に「コミュニテイー

づくり,ま重要だ」という意識を

醸成すること.コミ三ニテイ
ニ

関連予算を管理章に組み込

むことはもとよりtイベントの

開催やサニクルの運営自体が

立ち行かなくなるからだら

管理会社の理解
管理会社のなかには、住民
によるコミュニテイーづくりの
活動を積極的にサポ|卜してく

れないところもある。 とくにマ
ンションの敷地内でイベントな

どを行うこと―に難色を示すケ=
スがあるも

ζi3撻趣 読 :F観
ぃえ:なかには非協力的な考
えの人も,■|そうした住民か

ら騒音など|クし||が寄‐■
られることもあ

''、

書撃鎮合
に対応が求められる:



＼マンシヨン内コミュニテイーのつくり方③/

住民国食が顔を合わせるイベントで
鵬ミ鳥∴デイーの上台を築く
住民同士が「このマンシヨンにはどんな人が住んでいるのかを知る」。

これはコミュニティーづくりにとつて重要であり、とくに新築マンションでは欠かせないプロセスだ。

いきなり「コミュニティーをつくろう」と言われても、

何から手をつければいいのかわからない人も多いはず。

ヒントとして、実際に行われたコミュニテイーづくりの

例を紹介する。横浜市鶴見区の「フアインシテイ横浜

江ケ崎ルネ」は、総戸数338戸の大規模分譲マンション

だ。HITOTOWAで は、2018年春の入居スタート前のマ

ンションの企画時から、このマンションのコミュニティー

づくりを担当している。

「新築マンションに引つ越してきた住民は、地域に知り

合いがいない場合が多く、いざというときに頼れるコミュ

ニティーをとくに必要としています。その反面、仕切り

役となつてくれる先輩住民もおらず、コミュニティーづ

くりのノウハウもないので、私たちのような専門家がサ

ポートしています」(HITOTOWA代 表・荒氏)

お互いを知るために入居3カ月後に開いたイベントに

は、6害1の世帯が参加。とくに子育て世代の参加をうなが

すため、射的などの屋台を設けた。大きな日本地図を壁

に貼り、住民たちが出身県に印をつける「出身地マップ」

や、参加者全員が1贋番に行う自己紹介コンテンツが好評

だつたという。

|こ
姦通辟]藁3埼露房事事霊丁璽基ぅ
このマンシヨンには、バーベキューテラスなど、デベ

ロッパーの京阪電鉄不動産がコミュニティー醸成のため

に用意した施設がある。しかし、弓|つ越したばかりでは

周囲の目が気になつて使いづらいと感じる人も多い。そ

のためこうしたイベントを通じて、住民が積極的に利用

できるようになつてもらおうというねらいもあった。

また、サークルの企画づくりの座談会も定期的に行つて

いる。日本酒の利き酒など、子育て世代以外に向けたサー

クルも構想中だ。その第1弾として、「親子で作ろう !

バンづくり教室」を企画し、活動を開始。イタリアンシェ

フの住民に本格的なバンづくりを教えてもらえるとあつ

て、多くの住民が参加して好評だつたという。

また、別の新築マンションの事例では、地元の神社か

ら神職を招いて、地域の歴史や秋の例大祭の作法などを

入居予定者にレクチャーしてもらったこともある。地元

に溶け込むために、とてもいい試みだと喜ばれたそうだ。

「どちらの例も地元に溶け込んだり、交流が活発になっ

たり、住民同士のつながりを深めるきつかけになつたと

好評でした」(荒氏)

近隣交流によってお互いの

仕事や特技を知り、そこか

ら新たなサークルが誕生す

ることもある。写真は、シェ

フの住民からの発案で立ち

上げられたバンづくリサー

クルの様子。 写真提供 :HITOTOWA



＼マンション内コミュニテイーのつくり方④/
艤ミ轟ニアィーづくり働第一歩は

サ攀グルが鏃:よじまる
マンション住民のコミュニテイーは、具体的にどんな活動を通じて形成されていくのだろうか。

きっかけづくりを促進するカギとなる活動が「サークル」だ。

サークルは、マンション内で同じ趣味を持つ人たちが

集まつて、楽しむことを目的に運営する。世代ごとの横

のコミュニテイーに偏りがちなマンションのなかで、世

代を超えた縦のつながりを築くことができる。

その成り立ちは管理組合が設立して参加者を募る場合

と、同好の士によつて自主的につくられる場合がある。

将棋などの愛好家同士が集まつたり、料理などの特技を

持つ住民が旗振り役になつたり、カラオケやキヤンプを

楽しむために敷地の外に出て活動するケースもある。

「サークル活動を始める前に、どんなサークルがあつたら

入りたいか住民にアンケートを行つているのですが、どこ

のマンションでも、DIYやバーベキューなど、アウトドア

系のサークルの人気が高まつていますね」(H「OTOWA

代表・荒氏)

最も一般的なのは、子育てサークルだろう。保育園や

幼稚園に通つていない子L幼児を持つ人は、“ママ友
"がつ

くりにくいので、サークルがあると喜ばれるという。

1量
屹竃卜鼈不璽釉貪鱚量屹彬警ること
サークルは管理組合が公認するものと、住民主体で個

人的に運営するものの2種類に分かれる。組合公認だと、

共用スペースを優先して使えたり、活動中にけがをした

ときなどに管理組合で加入している保険が適用されたり

するなど利点が多い。一方で、メンバーの名簿を組合に

提出し、活動報告や会計報告を行う必要があるなど、や

や手間がかかるのが欠点だ。

住民主体の場合、活動費用はその都度の参加費が基本

だが、住民の負担にならない金額に抑えるべき。ごくま

事前にアンケートなどで住民の興味や関心を調査しておくと、

どんなサークルがつくれそうか見えてくる。そのうえで、サ=
クルごとに説明会を開くと効率的に人を集めることができる。

写真提供:HITOTOWA

れに、一部が組合の管理費から出る場合もある。

サークリレといっても構える必要はないという。

共用スペースや施設のないマンションでも、エントラ

ンス回ビーに集まつて、子どもを遊ばせながら会話を楽

しむ時間を共有すれば、立派な子育てサークルだ。

このように、とくに目的も定めず決まつた時間になん

となく集まる程度にしておくほうが、各人の負担になら

ず、長続きすることも多い。

「あくまで趣味のサークルなのですから、誰もが気軽に

参加できることが何より大切です。活動のペースも、月

に1回程度で十分です」

長続きする秘訣は、“ゆるさ"といえそうだ:
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コミュニァィーづくつに利用できる
誰もが関心を持つている「防災」。だが、いざ日常生活で副1練を行うと緊張感に欠け参加率は低い。

そこで「イベント化」によって多くの住民を集める手法を紹介する。

＼マンション内コミュニティーのつくり方Q/
、防災訓練も、工夫次第で

マンションの住民の間でコミュニティーを重視する風

潮が生まれたきつかけは、2011年の東日本大震災だと

HITOTOWA代表・荒氏は言う。災害時にお互いに助け

合える関係を日頃から築いておくことの重要性に気づい

たわけだ。

いざというときに備えるには、消防や救護、避難所の

設営や炊き出しといつたさまざまな防災副1練を、コミュ

ニティーのなかで経験しておくことも必要だ。

1覇
嚢33露墓寡雇:キ鐘菖

なのに

しかし、定期的に行われる防災訓練には、毎回決まっ

たメンバーしか参加していないことも珍しくない。とく

に働き盛りの世代や新たに引つ越してきた住民ほど、参

加率が低い傾向にある。とはいえ、そうした人たちも防

災への関心自体がないわけではない。実際、最初の 1、 2

回はみんな参加する。回を重ねるごとに参加者が減つて

いくのが問題なのだ。

どうすれば、住民の防災に対する意識や関心を維持で

きるのか。

マンション住民にとつて、防災は大きな関心

事。大人も子どもも楽じめる防災訓練を企画

すれば、積極的に参加したいという人も増え

るはず。コミュニティーづくりの足がかりにも

なり得る。

写真提供 :HITOTOWA

「何度も参加したいと思うような、楽しい防災訓練にす

ればいいのです。防災訓練ほど大勢の住民を集める名目

として適切で大切なものはありません。コミュニティー

を醸成するうえでも、役立つイベントなのです」

荒氏は防災訂‖練を楽しいイベントに変えるためにさま

ざまな独自のアイデアを実践している。とくに子どもた

ちから好評なのが、「ファースト・アクション」だ。

「これは、災害が起こつたときの初期行動を学ぶゲーム

です。みんなで走つている途中に、スタッフが『火災』『地

震』『津波』などの災害名を書いたカードを掲げます。そ

の瞬間、自分の身を守るために適切な行動をどれだけ素

早く行えるかを競います」

ちなみに、適切な行動は次のとおり。「火災」では、口

と鼻を押さえる。「地震」は頭と目を守つて、その場にしゃ

がむ。「津波」は走つて高い場所へ逃げる。このように災

害時の臨機応変な行動を学べる。

勝敗が絡むのでゲームに熱中しているうちに、子ども

たちに刻み込まれるところがポイントだ。

「熱中する子どもに触発されてか、親世代も楽しんで参

加してくれます。意外なほど盛り上がりますよ」(荒氏)



＼マンシヨン内コミ三ニティーのつくり方Q/

サッカーボールを蹴りながら子ども

大人も楽しめるユニークな防災訓‐
防災副1練にサッカーの要素をミックスした「サツカー防災」

③。楽しみながら防災知識を学べ、

コミュニテイーづくりにも役立つユニークな試みだ。その内容を紹介する。

イロ」「缶詰」などと口に出してから、向かい合う相手に

ボールを蹴る。10人 くらいのチームに分かれ、たくさん

の防災アイテムを言つてパスを回した側が勝つ、シンプ

リレなルールだ。

防災アイテムといつても、常に持ち歩く物、自宅に用

意しておく物、マンションや地域で備蓄する物などに分

けて挙げていくと、アイテムは80種類にもおよぶという。

1轟
嚢 姦 曇 蒼 繁 菅 で 学 ぶ

「colo coloボーリング」は三択クイズの解答を言う代

わりに、正解だと思う番号が書かれたボーリングビンを

倒すゲームだ (左下写真参照)。 出題されるクイズは、子

どもでも簡単に正解できる初歩的なものから、大人も悩

んでしまうものまで、防災に関するさまざまな問題が出

される。

例えば、「エレベーターに乗つているとき、地震が起こつ

たらどうする?」 という問題。選択肢は、①すべての階

のボタンを押す、②l階まで降りる、③目的の階で降りる。

「正解は①ですから、①のビンをめがけてボールを蹴つ

て倒すわけです。正解のビンが倒れることで得点となり、

その点数を競い合います。防災の知識が問われるだけで

なく、正確にボールを蹴ることができるかどうかという

サッカニ要素も色濃いゲームですね」

サッカー防災。などの楽しい防災割1練だけでなく、さま

ざまなイベンドやサークル活動などを通じて、住民同士

のつながりを深めていく。そうすることで、理想的なコ

ミュニテイーが形成されていくはずだ。

94ページでも述べたように、楽しい防災副1練はコ、

ミュニテイーづくりに役立つ。その実践活動のなかで、

HITOTOWA代表 ,荒氏が独自に編み出したメソツドが、

「サッカー防災」。だ。

これはその名のとおり、防災訓練にサッカーの要素を

取り入れたもの。荒氏は「デイフエンス・アクション」

と称して、15種類ほどのプログラムを開発している。代

表的なプログラムを2つ紹介する。

まずは「バス・ストツク」。防災アイテムの名前を言わ

なけれ|がスができないというゲームで、「7K」「毛布」「力

サツカー防災。の魅力は、子どもも大人も楽しみながら防災知識

を身につけることができ、さらには住民同士のコミュニケーショ

ンも深まること。コミュニテイーづくりに活用したいイベントだ。

写真提供:HITOTOWA
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